
 

    

                                 平和であるとは 
                                                                      校長    中村 成美 

かのや未来創造プログラム平和の花束「平和へのメッセージコンテスト」は，太平洋戦争末期， 

多くの特別攻撃隊員が出撃したここ鹿屋の地から世界に向けて発信し，その思いを届け，多くの人 

に平和や人権について考える機会を提供するという趣旨のもと， ２０１４（平成26）年から開催さ 

れ，今年で１０周年を迎えました。 当初７８０点あまりだった平和へのメッセージは年々増え，今年は６１００点 

を超える応募があったそうです。 きっと， 多くの児童生徒が平和について関心をもち，平和であることの尊さ 

やすばらしさを感じているからではないでしょうか。本年は， 行事等が制限なく実施できることや１０年という 

節目の年ということもあり，かのや未来創造プログラム平和の花束には多くの参加がありました。 

メッセージコンテスの最優秀作品の朗読では，自分たちの身近にあった出来事から戦争だけでなく，平和と

はどんなことだろうなど，自分の生活から考えた平和についての作文が読み上げられました。どのメッセージ 

もすばらしく感動的でした。多胡氏の講演は，「伊豆の踊子」や「雪国」の作品で知られ，日本人初のノーベル 

文学賞を受賞した川端康成が，海軍報道班員として鹿屋に滞在した1か月間を中心にした内容でした。交流 

のあった特攻隊員の遺書や遺品， 滑走路から飛び立った隊員らのその人となりを，川端康成の目と心を通し 

た新たな視点での話に，興味深く聴き入ることでした。 改めて，多くの人が笑顔で毎日を過ごしていける世の 

中であってほしいと願わずにはいられませんでした。戦争のない世の中が人権を守る最善の策であることを， 

戦争を知らない世代の私たちは語り継いでいかなければならないことも感じた平和の花束２０２３でした。 

さて，去る１２日は大姶良夏祭りが４年ぶりに開催され，多くの人で賑わいました。田淵広場には，前日から 

役員の方々や中学生らが祭りの準備のために汗を流していました。また，当日も朝早くから細やかなところま 

でみんなで声をかけ合い，４年ぶりの夏祭りを成功させようとする姿がありました。夕方には， 地域の方々が 

集まり， 子どもたちの踊りや音楽演奏など，どの世代も楽しめるプログラムでした。また，抽選会に花火打上 

げと， その夜は多くの笑顔があふれていました。これもまた，恵まれた天候や感染症の終息 

など，ある意味において平和であることが土台になっています。もちろん，この祭りの運営に 

携わってくださった多くの皆様への感謝も忘れてはいけません。  

  近年， 異状気象や自然災害，未だ終わらない紛争など私たちを取り巻く生活環境は目ま 

ぐるしく変化しています。 だからこそ，すべての人々が笑顔で毎日を過ごしていけることを当たり前と思わず， 

自分たちにできる小さなことを積み重ねていくことが平和への一歩につながっていくことだと思います。 

夏休みもあとわずか。これまで子どもたちが無事に過ごせているのは保護者や地域の皆様のおかげと感 

謝しています。 子どもたちが笑顔で2学期を迎えられますよう見守りや励ましをよろしくお願いします。 

 
  校訓：【正しく】【つよく】【美しく】 

子ども見守り隊事務局 48－3100（大姶良小） 
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１日（火）出校日 

１１日（金）学校閉庁（～17日） 

１２日（土）大姶良夏祭り 

２０日（日）ＰＴＡ環境整美愛校作業（7:00～） 

２１日（月）出校日 

 

※ ８月31日（木）までは，「水難事故防止運動 

強調期間」です。 

 

８月の主な行事予定 

１学期終業式 
 

   
 

７月20日（木）は，１学期の終業式でした。感染症対

策をしながら，体育館で実施しました。児童代表のあい

さつでは，５年生の井手日彩さん，新地恭大さんが１学

期の反省や夏休みの目標などについて発表しました。ま

た，式終了後，生徒指導，保健指導の担当から夏休みに

留意することについて話がありました。保護者の皆様に

は児童の安全や感染対策などについて御理解のうえ，御

支援・御協力をいただき，誠にありがとうございました。

２学期もどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 
 

小中一貫教育研修 
 

   
 

８月１日（火）小中一貫教育研修会を大姶良学習

センターで実施しました。本市では，中学校区（大

姶良中・西俣小・南小・大姶良小）ごとに９年間を

見通した教育活動を実践するために，小中一貫教育

に力を入れています。分科会では４つに分かれ，各

校の現在の状況を出し合い，これから小・中学校で

共通して取り組むことについて検討しました。特

に，着席・黙想や立ち止まりあいさつの徹底，う歯

治療率100％の達成などについて研修を深めること

ができました。全体会では，小・中学校９年間を見

通した子供像を念頭に，小学校でできること，中学

校でできることを明確にしながら共有することがで

きました。今後，教科担任制を通して，まとめや見

届け問題，振り返りを授業の中で生かし，一人一人

の児童の資質・能力を育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

お知らせ ２学期から標準服に長ズ

ボンが選べるようになります。 

 

これまで，半ズボン，スカートだった標準服に新たに

長ズボンを加えました。気候や体調等によって，半ズボ

ン，長ズボン，スカートが選べるようになります。長ズ

ボンに指定はありませんが，半ズボンに準じた紺色系

（無地）や大きさをお選びください。御不明な点は，学

校（0994-48-3100）へお問い合わせください。 

【参考：長ズボン取扱店】 

・ 川井田呉服店（48-2021）注文となります。 

・ 学生服のいけのうえ（42-2191）在庫があります。 

※ 紺色系（無地）であれば，一般衣料店でもお買い求

めできます。 

鹿屋市子どもサミット 
 

   
 

７月25日（火）「鹿屋市子どもサミット」がリナシ

ティかのやでありました。児童を代表して，６年生の

木幡光希さん，福岡花俐さん，福永大悟さんが出席し

ました。会では，いじめ防止の実践発表やグループご

との意見交換がありました。他校の取組や実践を互い

に共有することができました。 

 

いじめ問題を考える週間 
 

９月１日(金)から｢いじめ問題を考える週間｣が始ま

ります。道徳や学級活動等の授業を中心に，読み聞か

せやアンケート実施などを通して「いじめは絶対に許

されない行為」であることや一人一人の命の大切さな

どを指導していきます。 

 

 

 

 

 

 

【第74回鹿児島県図画作品展鹿屋市審査会】 
 

特選 ２年 髙野 愛叶 
 
入賞おめでとうございます。今後，ますますの活躍

を期待しています。 


